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平成２９年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書

（整理番号）

００３
提案機関名 畜産課

要望問題名

給与飼料別にみた肉用鶏肉質の理化学分析及び官能評価と飼育管理マニュアル策定に向けた基礎的データの

収集、検証

要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）】

本県初となる神奈川県産肉用鶏については、現在、特徴となる飼養形態として出荷日齢別にみた肉質分析等

の検証が進められているところですが、更なる特徴を付与するため給与飼料別（エコフィード給与含む）にみ

た肉質の違いや食味の違いなど鶏肉の理化学分析及び官能評価等の検証をお願いしたい。 

また併せて、季節毎にみた肉用鶏の発育状況の違いなど、今後の飼育管理マニュアル策定に向けた基礎的デ

ータの収集、検証についてもお願いしたい。

解決希望年限 ①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内

対応を希望す

る研究機関名
①農業技術センター ②畜産技術センター ③水産技術センター ④自然環境保全センター

備 考

  ※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。

回答機関名 畜産技術センター 担当部所 企画研究課

対応区分 ①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可

試験研究課題名 （①、②、④の場合）

地域銘柄鶏の飼養管理技術の確立（H26～28） 

  地域資源を活用した鶏卵・鶏肉の生産方法の検討（H19～30）

対応の内容等

肉用鶏については、出荷日齢やエコフィードなどの給与飼料が発育や肉質に及ぼす影響について検討してい

ます。 

理化学分析や官能評価等を実施しているところですが、現在のところ明確な違いは出ていません。現在、実

施中の課題もありますので、さらに検証を重ねていきます。 

 飼育管理マニュアルについては、平成28年11月に「かながわ鶏飼養管理の手引き」を作成しましたが、今後

の試験で得られたデータは改訂版に反映させていきます。 

解決予定年限 ①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内

備 考


